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仁親究翻
現在，子どものいる世帯の母親の56.5%が
就業している (1992，総務庁統計局「労働力
調査J)。この中で，非農林業雇用者について
みると，米子の年齢が低いと就業率が低<，
また， 35時間未満の短時間就業者が多くなる。
末子の年齢が O~3 歳の母親の就業率は
29.6%， 4 ~ 6歳では49.7%，その後は 6~ 7 
割となる。つまり，子どもが学齢前のがJい場
合は，母殺が就業しにくい状況にあることが
よく分かる。そこで，本稿では，学齢F誌の子
どもをもっ母裁について，その就業に関わる
困難な状況を解明したいと考える。
就業している母親の国難な状況については
様々な分析視点があるが，本稿では，母親の
「自己の意識の中に存在する主観的・糖神的
役割葛藤 (r叫 econflict) J川こ注目する。共働
きの母裁に関する先行研ヲザ2)でも，就業する
母親は「儲く jことへの罪の意識に悩まされ
るといわれる。就業する母親はすでに多数派
であるにもかかわらず，母親が働くことに“悩
む"の1;1:，就業する母親を取巻く社会的・制
度的な環境に多くの問題が存在するという
態もあるが，さらに，母親の意識の問題も
要であると考える。そこで，本稿においては，
このような就業する母親が，就業することに
よって「自らが期待した役割の遂行レベルが
笑現できないj状態を役割葛藤であると
して， どのような領域においてより葛藤が強
いか，または弱いのかを明らかにしていく。
その結果を，就業する母親が今後よりよい環
境で就業できる条件整備への提言に生かした
し、。
2.研 i去
学齢前の予をもっ母親の役割葛藤の生じる
領域を明らかにするため，以下の 9項目につ
いて，母親に遂行レベルへの評備を問うた。
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8項自は，母親の家事遂行，母親役割の遂行，
妻役割の遂行，才能の発型，人間関係の調整，
時間管理である。さらに，
の家事参加予育児参加
日には，
に対する母親の評髄を加えた。夫の役割遂行
についても，委があるレベルの期待をするが，
それが実現されない場合は妻自
として理解されると考えたからである(3)。
， 1990年8~ 9月に，佐賀市内の6
つの保育関@幼稚留を通して笑砲した。
3. 
本稿で用いる
である。就業する
319名，
252名である。
(l) 
る。
有配偶の571名
(以下，説業母:と略す)
(以下，専業母と
調査対象者の属性は，表 lに示す通りであ
る。母親の年齢はラ 30~34歳層が半数を占め，
30歳代で7iliJ強になる。王子均年齢は，就業母
32. となり r弱者に廷はな
し'0
結婚経過年数は， 5 ~ 9年騒が多いが，就
6割に対して，専業母は 8割弱と
母の方が長くなっている。平均結婚経過年数
L 就業母8.7年予専業母7.9年である。
母親の学歴は，就業母も専業母も 5割が高
校卒で両者の差は小さい。
世帯収入は，就業母の世帯の方が専業母よ
りもやや多い。母親就業の経済的効果がみら
れる。
つぎに 9 世帯構成であるが，就業母の方が
核家族世帯率が6割と，専業母の 7割よりや
や{仕低上丘玉〈し， した7が〉アf仁子つて， 三 @ 凹也
業母母苧の方が高い。
3人と 5人以上
のケースが，専業母よりも多し、。平均iり:帝員
数は， J鉱業母5.0入，専業母4.9人である。
そこで，子供の数をみると， 1 
よりも多人と 3人以上という
い。平均の:r-1:!k数Jム
となる。
も も2.3人
いては 3歳未構層
母は 5割弱あるのに対して，
ある。
は比較的高いということでヲ
児Jの負担が軽くなっているという推剥がで
きる。平均の末二子年齢も，就業母が3.4歳，
る。
母綴達は，結婚前はほぼ全員 (96%)が就
業経験がある。したがって，専業母は結婚と
出産を契機に退職したことになる。
就業母 E 専業母の今後の就業意υ忠をみてお
く。表2に示すように，専業f訟は， I二子供が大
きくなったら働きたいjが6割強L 就業意
思の強いことが分かるが，同時に子供が幼い
ことが就業へのネックになっていることが明
僚で、ある。 現在の仕事を「当
たい jとする者が7割弱である。
まで，できるかぎり長く続けたいJは2割に
過ぎない。就業母も就業;意欲はあるものの，
「当分Jというレベルが，現在の就業状況の
しい函をうかがわせる。
つぎに，就業母の就業形態をみておく。就
パートタイム (35.7%)が多く，ブ
ルタイム 3割，自営業・内職が3割である。
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笑数(%)
就業Hj: 専業 t草 平均値
(Nニ319) (N=252) 有意まま判定
母親の年齢
20-24歳 12 (3.8) 3 (1.2) 母親の平均年齢
25-29 53 (16.6) 36 (14.3) 就業母 32.8歳
30-34 132 (41. 4) 134 (53.2) 専業時 32.6歳
35-39 94 (29.5) 60 (23.8) 
40-49 13 (4.1) 8 (3.2) P >0.05 
NA 15 (4.7) 11 (4.4) 
結婚経過年数
。-4 {f. 18 (5.6) 6 (2.4) 平均結婚経過f手数
5 -9 186 (58.3) 192 (76.2) 就業母 8.7年
](J-]4 ヲ1 (28.5) 45 (17.9) 主事業母 7.9年
15-19 20 (6.3) 9 (3.6) 
20-24 3 (0.9) P三五0.001
NA 1 (0.3) 
[Ilっ治構成
j核家族 197 (6l. 8) 175 (6臼.4)
:コit上ft 108 (33.9) 64 (25.4) P三五0.001
凶iiIト代 12 (3.8) 13 (5.2) 
その他 2 (0.6) 
十i上部:織成員数
3人 31 (9.7) 8 (3.2) ユ子:J:5Jt時ト結構成員数
4 115 (36.1) 115 (45.6) 就業母 5.0人
5 65 (20.4) 己1 (24.2) 専業ほ 4.9人
6 52 (16.3) 35 (13.9) 
7 -12 56 (17.6) 32 (12.7) P孟0.001
NA 1 (0.4) 
子供の数
1人 42 (13.2) 10 (4.0) ミド均子供数
つ 159 (49.8) 159 (63.1) 就業母 2.3入
3 96 (30.1) 72 (28‘6) 専業i号 2.3入
4-5 22 (6.9) 1 (4ι) P三五0.001
71ミ子の年齢
。歳 15 (4.7) 32 (12.7) 平均米子年齢
1 -2 79 (24.8) 87 (34.5) 就業時 3.4綴
3 -4 130 (40.8) 83 (32.9) 専業与 2.7歳
5-6 自4 (29.5) 49 (19‘4) p~玉 0.001
NA 1 (0.3) 1 (0.4) 
母殺の学懸
仁ドキ二・高卒 184 (57.7) 129 (51.2) 
専門学校卒 37 (11ι) 30 (11.9) 
短大卒 52 (16.3) 48 (19.0) P >0.05 
大卒 25 (7.8) 24 (9.5) 
NA 21 (6.6) 21 (8.3) 
1カ月のl世帯収入
5 -15万円米満 20 (6.3) 12 (4.8) 
15-20 46 (14.4) 39 (15.5) 
2()-25 57 (17.9) 71 (28.2) 
25-30 35 (11.0) 35 (13.9) P~五 0.001
30-40 56 (17.6) 26 (10.3) 
40万以内 33 (10.3) 18 (7.1) 
DK.NA 72 (22.6) 51 (20.2) 
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実数(%)
専業母
(N=252) 
就業母
(N =319) 
(96.0) 
( 3.6) 
( 0.4) 
(63.1) 
(18.3) 
(17.5) 
(1.2) 
242 
9 
1 
159 
46 
44 
3 
(95.6) 
( 1.9) 
( 2.5) 
(18.5) 
(66.8) 
(10.0) 
(十7)
(31.7) 
(35.7) 
(22.9) 
( 7.2) 
( 2.5) 
(40.1) 
(16.6) 
(11.9) 
( 4.4) 
( 5.0) 
(15.0) 
( 4.1) 
( 2.8) 
305 
8 
8 
59 
213 
32 
15 
101 
114 
73 
23 
8 
128 
53 
38 
14 
16 
48 
13 
9 
結婚前の就業経験の有然
ギ子り
無し
NA 
専業母の就業意思、
子、供が大きくなったら鍬きたい
子供をt:il話してくれる人がいれば，今すぐ
働くつもりはない
NA 
就業母の就業継続意思
長く続けたい
当分続けたい
平くやめたい
NA 
就業母の勤務形慾
ブ/レタイム
ノマートタイム
自'営業
内戦
NA 
就業母の就業理出
生活費の不足を補うため
より主主かな生活のため
自己の能力・技術を生かす
社会活動へ参加したい
仕事に生きがいを感じる
家業なので
その他
NA 
いJや「仕事に生きがいを感じるjのように，
就業へのより積極的な姿勢をあげる者は 2割
全国女子就業者の就業形態と比較すると，
ノ~-トや自営業への就業が多い。
しかし，就業母にとって， [経済Jがである。5日間が23.5%，勤務日数をみると，なお，
働く意味の全てではないと思われる。7日間も8.2%おり，6日間が53.3%を占め，
児に関わる経験を就業母の子供の出産・
(3) 就業母はかなり長時間働いているようだ。
も多いでは，就業母の就業理由は何か。
のは「生活費の不足を補うためJの4苦手jで， 現在の職場で産前産後の休暇を取っみると，
た母親は34.2%であり， rないjのは55.5%で「より豊かな生活のためJ(16.6%)と合わせ
? ?
?
現在の職場での育児休業制度の利
ある。
さらに，
ると経済的な理由が過半数を占める。「自己の
能力・技術を生かすJ，r社会活動へ参加した
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用をみると， r利用したjのは8.8%，r利用し
たことはないJ15.7%となるが，制度がない
場合が50.8%と半数を占める。就業母を支え
る法務備は遮れているといえよう。
では，米子命の育児事情をみておく。末子の
通i璽先は，就業母の場合は，保育園52.4%，
幼稚園30.4%，自宅16.6%である。専業母で
は，自宅54.0%，幼稚歯41.7%になっている。
就業母が育児を保育密・幼稚留の社会的サー
ビスに頼っていることがよく分かる。
末子の帰宅時間は，就業fまでは， 3時まで
家事役割l遂行の規範*.存
自分(妻)
1二
夫婦で協力して
その他
NA 
育児役答1]遂行の規範
自分(姿)
夫
夫婦で協力して
その他
NA 
夫の蓄基就業への態度事.*
事者足立している
反対している
わからない
NA 
生活満足度
火変満足している
満足している
畿通だと思う
少し不満がある
大変不満がある
NA 
19.1%， 4時まで12.2%， 5時まで30.4%，
5時以障も17.2%いる。専業母では， 3時ま
でに29.8%帰宅する。就業母はより長く子供
を預けている。また，就業母の9.1%が祖父母
宅やご近所に二重保育を託している。
そこで，保育園・幼稚鼠の帰宅時間につい
て今よりも「長くしてほしいjとする就業母
が17.9%いる。一方，専業母にも16.3%いる。
一般的に母親が就業する場合，母親の退社時
間が保育関・幼稚閣の帰宅時間より遅いこと
が問題となるが，本調査対象者も同じ問題を
笑数(%)
就業母 専業母
(N=319) (N=252) 
183 (57.4) 190 (75.4) 
125 (39.2) 56 (22.2) 
7 (2.2) 3 (1.2) 
4 (1.3) 3 (1.2) 
35 (11.0) 41 (16.3) 
2 (自‘6)
274 (85.9) 206 (81. 7) 
4 (1.3) 2 (0.8) 
4 (1.3) 3 (1.2) 
268 (84.0) 128 (50.8) 
7 (2.2) 70 (27.8) 
29 (9.1) 39 (15.5) 
15 (4.7) 15 (6.0) 
11 (3.4) 15 (6.0) 
58 (18.2) 59 (23.4) 
130 (40.8) 105 (41. 7) 
92 (28.8) 51 (20.2) 
16 (5ρ) 10 (4.0) 
12 (3.8) 12 (4.8) 
*** P話0.001
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十包えている。
ヰ.
(1) 家事@驚兜について
母親は，家事・育児は誰の役割と
るだろうか。つまり，役割遂行者
規範意識である。
3 tこ示すように，家事については
てい
る
すべきjと考える母裁が多いが，専業母によ
り多く， i夫婦で協力して」とするの
に多い。就業の有無によって，家事遂行の規
差がでるものの9 なお「女は内:家事j
という性別役割観が母栽 e 女性自身に
いことが分かる。
児については「夫婦で協力してj遂行す
べきであると考える
係なく多い。
就業の;む無に関
か仏育児に関して
は夫婦共担の意識が進んでいるといわれる(叫
が，本調査対象者も開様の結果を示している。
学齢前のご子供をもっ母親(委)は，
してどのような態度をとっていると
しているだろうか。
母親の就業の有無)]1]の差は明瞭で，就業母
では，夫が「賛成」は 8割以上で， i反対Jtま
ごくわずかで、ある。これは，就業母が「夫の
理解Jを得ているから就業;できるという一面
を表していると思われる。 ぺ方，専業母は「反
対Jする夫が3苦手j弱おり，これは妻の就業を
困難にする要国となると予測される。
務省:の生活に対する としての満足度を
問うた。就業母の|少し不満jが害事業母ー より
1苦手j弱多いものの，母毅の就業の有無)]1]の差
lまイ、さい。
むしろ，学齢F誌の子供をもっ母親の場合，
生活満足度が飽の調夜間にみられるよりも低
いようだ。合計でみて， i少し不満jと「大変
不満jを合わせた「不満Jが29.6%と， i満足j
と「大変満足iを合わせた i諸足J25.3%を
上回る。学齢前のご子がいるという家族の発達
段階に，生活満足度を低下させる向かがある
と考えられる。
母親の家事。育児についての役割規範をみ
たが，笑際の夫の家事・育児の役割遂行はど
のようになっているだろうか。
図 1は，平均値 (SDi法)を表しているが，
家事については夫の参加度は極めて抵いとい
える。家事5項目を「ょくするJ夫は 1苦手jに
も及ばない。「時々するjレベルでも， 2 ~ 3 
割程度である。「しないj夫の方が圧倒的多数
派である。項目別にみると，炊事(食事の支
度，食事の後片付け)や洗濯，掃除といった
臼常的・反復性の強い家事での夫の参加度が
さらに低い。質物のようにヲ非日常的・娯楽
的な要素があるとわずかながら参加度が高ま
る。
母親の就業の有無関にみると，食事の支
度・食事の後片付け・洗濯 e 揚除については，
就業母の夫の参加度が専業母の夫よりも高く
なっている。しかし，その参加度の去は各レ
ベルとも 1割程度に過ぎない。また，妻が就
しているにもかかわらず，なお家事を「全
くしないj夫がいることは注目される。
見の 3項目については，家事と異なり夫
の参加度がかなり高くなる。「全くしないjと
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食事のしたく
食事の後片付け
??????
買物
子供の遊び相手
子供の身の留り
の世話
子供のしつけ・
教育
ょくする
2 
時々する 。 ?? ?? ? ?ー ??ー??」? ?ー ?? ? くしない-2 
口一口就業母の夫 o 0専業母の夫
本 **P三五0.001，ホ*P孟0.01，* P ~玉 0.05
臨 1
いう夫は 1割程度で， 1-ょくするJが2~ 4観
と高率で、ある。しかし，項目別jにみると，子
供の遊び相手や子供のしつけ・教育のように
娯楽的・創造的な項目の参加度が高し子供
の身の回りの世話のように日常的・ JX復性の
強い項目の参加度は低下するのである。夫は，
育児においてもより“楽しめる"ことでなけ
れば参加しないといえよう。
なお，育児;項目の参加度には，母親の就業
の有無別による差はない。育児についての規
範意識にも差がないことと対応している。
6 • にみる
前述の9つの役割葛藤項目についてヲ表4
に示すように，母親の就業の有無別に葛藤の
程度をみていく。つまり，就業が母親の役割
葛藤を:生む要因になるとの彼説から分析
なうことにする。
① 夫の家事参加への評価
夫の家事参加に対する評価は， Iふつう jが
約半数を占め， 1-満足Jよりも「不満Jがやや
多い。また，有意な差ではないが，就業母に
「不満J(28.2%)とする者が多い。また，他
の項目と比較すると， I満足jとする者が少な
いことに詑思したい。
ついてはe 妻がすべきであるという
規範を支持し， 夫の参加度も低いこと
から母親遠の評価は「ふつう jとなるもの
のこれで良いという[満足jのレベルには遠
いということである(~ 2参照)。
② 夫の育児参加iへの詳細
育児については，母親達は「夫婦で協力し
てj行なうべきだとしており，夫(父毅)も
家事ーに較べれば参加度は高い。
112 赤星礼子・金孝心
そこで，母親の夫の育児参加への評価は，
家事よりも日誌足Jしている者が多くなって
いるが， r不j椅jも多くなる。夫の協力を期待
しているだけに，不満も出やすいといえよう。
なお，有意な差はないが，就業母の方が「満
足」がより少なく「不満jが多い。。夫の妻理解への評髄
夫が姿のことを「よく理解してくれているj
かの問いには， r理解しているjが4割強と多
い。「ふつう jが4苦手jで， r理解していないj
とするのは 1割と少ない。
母親の就業の有無邪の差はないので，
前の子供をもっ母毅l丸比較的夫の理解を得
ていると考えられる。しかし，夫は姿を「理
解していない」とする l割の母裁の場合は問
十分にはた
はたしているしている
2 
夫の家事参加
夫の育児参加
夫の妻理解
家事役割
母親役割
妻役割
才能の発揮
人間関係
色亀
時間管理
題があろう。
③ 家事遂行の自己評髄
では9 妻自身の自己の家事遂行については，
「片付いているjとする母裁が多いが，
母が4割なのに対して，就業母は 3昔話である。
そこで， r片付いていないjとする者も就業母
にやや多い。
就業母の方が， b業により家事時間逆行時
間が甑られるため，家事をうまく片付けてい
ないと自己評価する傾向にある。
命母親役割j遂行の自己評価
母親の就業にあたっての最大の課題は育児
であることは前述の通りであるが，事実，母
親投割遂行の自己評価でも就業母の方が評価
レベルが低い者が多い。
ふつう 十分ではない
まったく
十分ではない。 -2 
口口就業母 0-0専業母
***P孟0.001， *傘 p~玉 0.01
額 2 母親め就畿の有無期 {平均儀}
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母親役割を「はたしているjとする 本稿の「姿役割jとは， I夫の健康管理や身
は3割強なのに対して，就業ほは 2割強であ の回りの世話をするjことを指している。本
る。また， I十分ではないjとする iま 来，成年5母子の身の凶りのt世話ーなど不要と思
16.3%であるのに対して，就業母は 3割にも われるが， 日本の夫婦問では伴椙性の一部と
なる。就業母は専業母よりも，脊児・母親役 も解される(的。
苦手jの遂行において葛藤が生じやすいといえよ そこで，妻役割遂行の自己評舗は，
つ。 の 4割が「できているjとしているが，就業
⑥ 妻役割遂行の自己評髄 母では 2割と少なし「できていないjとなる
表 4 実数(%)
十 2 2 
十分にはたし ふつつ 十分ではない まったく NA 
ている 十分ではない
夫の家事参加|
就業母 14 (4.4) 42 (13.2) 149 (46.7) 70 (21.9) 20 (6.3) 24 (7.5) 
専業母 7 (2.8) 33 (13.1) 149 (59.1) 40 (15.9) 10 (4.0) 13 (5.2) 
三たの育児参加I
就業時 26 (8.2) 54 (16.9) 125 (39.2) 84 (26.3) 14 (4.4) 16 (5ρ) 
専業位j 19 (7.5) 62 (24.6) 102 (40.5) 58 (23.0) 7 (2.8) 4 (1.6) 
夫の主著魂解
就業母 28 (8.8) 104 (32.6) 134 (42.0) 41 (12.9) 3 (0.9) 9 (2.8) 
専業母 22 (8.7) 91 (36.1) 106 (42.1) 26 (10.3) 3 (1.2) 4 (1.6) 
家事遂行
就業母 14 (4.4) 88 (27.6) 109 (34.2) 77 (24.1) 17 (5.3) 14 (4.4) 
害事業母 19 (7.5) 88 (34.9) 82 (32.5) 52 (20.6) 7 (2.8) 4 (1.6) 
i号事晃役割遂行***
就業台1 7 (2.2) 67 (21. 0) 137 (42.9) 91 (28.5) 3 (0.9) 14 (4.4) 
害事業十立 19 (7.5) 66 (26.2) 122 (48.4) 41 (16.3) 4 (1.6) 
姿役割遂行移峨*
就業母 13 (4.1) 60 (18.8) 144 (45.1) 80 (25.1) 8 (2.5) 14 (4.4) 
専業母 14 (5.6) 90 (35.7) 97 (38.5) 46 (18.3) 1 (0.4) 4 (1.6) 
:オ吉告の発揮
就業母 7 (2.2) 51 (16ρ) 169 (53.0) 65 (20.4) 11 (3.4) 16 (5.0) 
専業母 7 (2.8) 44 (17.5) 123 (48.8) 65 (25.8) 8 (3.2) 5 (2.0) 
人間関係
就業ほ 65 (20.4) 107 (33.5) 124 (38.9) 7 (2.2) 2 (0.6) 14 (4.4) 
専業母 48 (19喝。) 85 (33.7) 109 (43.3) 4 (1.6) 2 (仏8) 4 (l.6) 
待問管理場*
就業母 36 (11.3) 88 (27.6) 119 (37.3) 60 (18.8) 8 (2.5) 8 (2.5) 
専業母 10 (4.0) 5号 (23.4) 93 (36.9) 78 (31.0) 号(3.6) 3 (1.2) 
日.p~五 0.001 村 P三五8‘01
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と専業母ー が2割弱に対し，就業母は 3割弱と
多くなる。就業母は，専業母よりも妻として
の役割を果たしていないと評価している。
⑦ 才能の発揮への自己評鱒
母親達は「現在，自分のやっている
脊児ー仕事などに，自分の才能をうまく生か
しているjだろうか。
母親の就業の有無別による差は小さし「ふ
つう jが半数を占め，才能を「生かしているj
という者は 2割である。「生かしていないjの
は4人に l人である。学齢前の子供をもっ母
親は，就業に関係なく才能の発揮という点で
は生かしているとは言い切れない状況にある
といえよう。
⑧ 人間関係への自己評価
就業母の場合，就業することにより社会生
活のネットワークに変化が生じることにな
る(九そこで， Iご近所の人や親戚の人，また
職場の人とのお付き合いは， うまくいってい
るj
この人間関係への自己評髄は， 9つの葛藤
項目の中では最も評価が高しまた母親の就
業の有無別による差も極めて小さい。「うまく
いっているJとする母親が5割強， IふつうJ
4需jで， [うまくいっていない」は 3%に過ぎ
ない。
⑨ 時陪管理の自己評価
就業母は，母親役割宙妻役割の遂行におい
てー専業母よりも葛藤が生じやすいことをみた。
では，母親達は，淑られた生活時間のなかで
「毎日 l日の生活時間を有効にイ変っている」
と評錨しているだろうか。
生活時間を[有効に使っているJのは，就
業母は 4割であるが，専業母は 3割弱である。
「有効に使っていないjのは，就業母では 2
害!Jであるのに対して，専業母は34.6%と3人
にl人と多い。就業母の方が時間的に厳しい
状況があることは確かであるが，時間管理の
函からは，時間を有効に使っているとのプラ
ス評儲をする者が多い。
つまり，就業母の方が，母親・妻としての
役割葛藤はあるものの， 1 13は充実ていると
る名Aが多いということである。
業母lま， -育児時間はより長〈確保でき
ることから，母親・妻役割の遂行は「できて
いるjものの，それだけでは 1日の生活時間
を[;有効に使っているJ，充実しているとは評
価できないのであろう。
1 
母親の就業の有無別に，どのような役割議
藤が生じるかをみてきた。その結果，
J丸母親役割の遂行と妻投笥jの遂行において
専業母よりも役割葛藤を生じる者が多かった。
就業母にとって学齢前の子供がいる場合は，
育児をどうするかは最大の悩み・課題である
ことが追証されたわけである。また，母親の
就業が一般化した現在でも，就業母には，
として「夫の世話jができていないと評価す
る者が多いということは，母親の就業が夫や
子供との関係においてしか考えられないとい
う側面を顕にしているものである。
今後，就業母:にとって，就業することが役
割葛藤の要因にならないようにするためには，
社会的なサポート体制の整備を急ぐとともに，
社会や家庭でその限られた生活時閣の中で母
親役割や妻役割を遂行できる新しいライブス
タイルを作り上げていく必要がある。それは，
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臼本的な妻が夫の身の回りの世話をすること
によって保たれる伴括性や，時照的な密着度
の高い母子関係(8)を見直すことでもある。
専業母は， 1 Bの時間管理について
「有効に使っていないjという蔦藤を生じる
者が就業母よりも多かった。専業母も学齢前
の子供がおり(末子の平均年齢は就業母の;場
合より]歳低い)育児・家事にと忙しい毎日
であると思われるが，家庭内だけでの生活に
は飽き足らないのである。専業母の就業;意欲
の高さからみても，家事@育児以外の何かを
必要としていると思われる。換言すれば，現
代の母親は， r専業主婦Jで半世紀にも及ぼう
という結婚生活を送ることにヲ時間管理の面ー
からも有意義なこととは評価していないので
ある。そこでラ専業母に限らずヲ母親達が家
庭外の様々な分野に参加することは，必熱的
なことであるという社会的・家庭内的理解の
深まりを期待したい。
本稿では，母親の就業の有無別である
母と専業母の相対的な役割:蕗藤のあり様を分
析してきたのなお，この分析過程において，
母親の就業の有無という要国も含めて，学齢
前の子ーがいるという家族の発達段階にある母
は，さまざまな役割葛藤要因があること
が分かった。そこで，次報では，学齢前の子ー
をもっ母親の役割葛藤のあり様と，その:詩藤
要因を探ることにする。
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